
コンボウギセル (キセルガイ科) 兵庫県ランク：Ａ

Mesophaedusa hickonis 環境省ランク：指定なし

種の概要 主要な選定理由

○ ○ ○

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点
広葉樹林帯の保護、伐採の抑制。
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新規追加種。広葉樹林下の倒木や落葉下に生息する。県内では播磨西部で生息が確認されている
が、既知の生息地は少なく、また生息密度も低い。

中部、北陸、近畿、四国に分布する。殻長約22～33mm、殻径
約5～7mm。殻色は黄褐色だが老成すると白っぽくなる。外観が
ボーリングのピンのような棍棒状であることから、この和名となっ
た。四国では外観の変異が多く、3亜種(型)が生息している。螺
管は左巻きである。

特
殊
生
息
環
境

【執筆者】 大原健司

写真提供：増田修

写真提供：増田修


